
トリガー条項（租税特別措置法第八十九条）とは、ガソ
リン価格が3ケ月連続で￥160/ℓを超えた場合に、上乗
せされている特例税率25.1円/ℓを停止し、ガソリン価格
を引き下げる措置です。
このトリガー条項は東日本大震災の復興財源確保を名目
に2011年以降凍結されていましたが、日本経済の回復と
クルマ依存度の高い地方の生活のため、トリガー条項の
凍結を解除する法案を提出しました。

12/6
ガソリン・軽油価格を引き下げる
「トリガー条項凍結解除法案」を
衆議院に提出

160円/ℓ
－25.1円/ℓ

（軽油は－17.1円/ℓ）

3ケ月

トリガー条項

※イメージ図

12/17 「消費税減税特例プログラム法案」
を参議院に提出

この法案のポイントは、名目賃金上昇率が安定的に一定
水準（例えば物価上昇率＋2％）に達するまで減税を続
けることにあります。国民民主党は「給料が上がる経
済」を最優先の政策課題として積極財政を進めます。

12/6 「文通費の使途公開にかかる法案」
を衆議院に提出

12/16 「自衛隊法及び海上保安庁法の一部を改正
する法律案」を衆議院に再提出

12/17 「公職選挙法の一部を改正する法律案」
を参議院に再提出

12/20 「新型コロナ事業規模別支援金給付法案」
を参議院に再提出

対決より解決。国民民主党の
「日本を動かす」政策はこちら

はまぐち誠プロフィール

（略歴）
●トヨタ自動車㈱出身 みよし市在住
●自動車総連顧問、全トヨタ労連顧問
●トヨタ自動車労働組合顧問

（参議院）
●国土交通委員会理事
●予算委員会 委員
●情報監視審査会委員
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参議院予算委員会
（2021/12/17、20）

■自動車産業のカーボンニュートラル（CN）への対応

・電動車に加え、多様な選択肢（e-fuel、水素エンジン等）の必要性を訴求
・内燃機関（エンジン等）の部品会社への構造転換支援や雇用確保を求める

来年度の繰戻し増額と返済計画（ロードマップ）の明示を強く要請

トリガー条項の凍結解除、二重課税（タックス・オン・タックス）の解消を要請

■自動車整備士不足対策
総理と自動車整備士との車座対話の実施を要請し、総理の了承を得る

岸田総理

はまぐち誠

■自賠責保険料の繰戻し（以下、パネル②）

■高騰する燃料価格への対応（以下、パネル③）

▲岸田総理への要請・提案で使用したパネル資料

SNSもぜひチェック
して下さい！

＊Twitterスペースを活用した「はまぐち誠と語る会」を実施中！ご参加お待ちしています！！

比例区は
全国どこでも
はまぐち誠

の国会質問動画 ※付属のQRコードよりダイジェスト版をご覧いただけます。

後日、岸田総理と現役自動車整備士との車座対話が実現！！（1／13）

新聞記事出典
左：1/14朝日新聞
中：1/14毎日新聞
右：1/13毎日新聞デジタル版

対岸田総理
●自動車整備士不足
対策

●自動車産業のCN
他

対菅前総理
●新型コロナ感染症
対策

●2050年CN 他

対安倍元総理
●新型コロナ感染症
対策

●通商・外交政策
他

対麻生前財務大臣

●自賠責保険料の繰
戻し

●自動車関係諸税の
簡素化・負担軽減

他

対小泉前環境大臣
河野前コロナワクチン

接種担当大臣
●2050年CN
●環境重視の経済政策
●若年者へのワクチン接種の
働きかけ 他


